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町の様子は 20 ～ 30 年前の日本を思わせるものであっ
た。また、市場や家庭訪問などからは、生活の貧しさ
や資源の貧困さを感じることが多かった。しかし、人々
のわれわれに対する表情や障害のある子どもへの関わ
りを見ると、素朴な温かさが感じられた。そして、障
がい児学校の講堂の正面横に「障害者を支援すること
は、社会全体の責任です」との大きな看板が掲げられ
ており、べトナム人の誇りのようなものを感じた。
　家庭訪問は、SVCAの種々の専門家にベンチェの
専門家や現地の CBRワーカーが加わって、多様な視
点からのアプローチと助言や指導が一人ひとりの障害
のある子どもとその家族に行われた。このような多職
種の連携による支援は、わが国でもほとんど行われて
いない。ベトナムのベンチェにおける国際的支援だか
らこそ可能なことかもしれないが、とてもすばらしい
システムだと思われた。
　帰国前日には、ベンチェ省の副知事、保健局長や教
育局長、病院や障がい児学校の管理職の人々に対し、
今年度実践した研修や支援の内容、反応、感想などが、
SVCAから報告された。そしてこれから１年かけて、
SVCAとベンチェが協議して来年の夏の計画をつくっ
ていくという。その中で、SVCA側から支援学級や
通級の設置の提案がなされたが、先に述べた田舎に住
んでいて障がい児学校に通えない障害児にとっては、
とてもよい案と思われた。
　SVCAの基本理念は、常時その地にいない私達「外
国人」が「何か」をするのではなく、常時そこにいる
現地の人が「何か」をできるように、共に考えサポー
トする活動であるという。したがって１）現地の当事
者と関係者の意識・知識・技術を高める支援、２）単
に医療モデルのみならず社会モデル的支援、３）省の
行政関係者には、現地の支援者が長期間にわたり利用
可能なシステムの構築を推奨（社会資源開発）するこ
と、４）CBR ワーカーや、実際に行っている現地ス
タッフの人々の日々の実践を尊重し、丁寧に対応する
こと（相手の日々の実践に対して否定的な発言は避け
る）、５）現地の人たちが自らその問題点を発見され
るような道筋を考えるきっかけを作るのは、少し離れ
た視点でみられる「外国から来た訪問者」である私達
の役割、などである。筆者らは初めての参加ではあっ
たが７月 30 日から８月６日までの短期間の経験を通
して、SVCAの基本理念を学ぶ機会であったと考え
ている。最後に、SVCAのこれからの発展を期待して、
本稿を終えたい。
７．文　献
〔１〕…ベトナムの子どもたちを支援する会ホームペー
ジ，http://space.geocities.jp/svca84/（2017.11.2）
〔２〕Ｅ．ヘランダー：偏見と尊厳，田研出版（1996）
